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★
区
長
提
出
議
案

◇
令
和
４
年
度
練
馬
区
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
令
和
４
年
度
練
馬
区
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
練
馬
区
職
員
の
高
齢
者
部
分
休

業
に
関
す
る
条
例

職
員
の
定
年
年
齢
の
引
上
げ
に

伴
い
、
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

き
、
高
齢
者
部
分
休
業
を
導
入

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
扶
養
親
族

の
範
囲
等
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
の
相
手
方
を
加
え
、
配

偶
者
等
と
同
等
の
取
扱
い
と
す

る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
死
亡
し
た

職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
遺
族
の
範
囲
に
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
を

加
え
る
等
、
配
偶
者
等
と
同
等

の
取
扱
い
と
す
る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
旅
費
の
支

給
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
及
び

遺
族
の
範
囲
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
関
係
の
相
手
方
を
加
え
、�

配
偶
者
等
と
同
等
の
取
扱
い
と

す
る
。
ま
た
、
国
名
及
び
市
町

村
名
の
変
更
等
に
伴
い
、
規
定

の
整
備
を
行
う
。

◇
練
馬
区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
育
児
ま
た

は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤

務
を
制
限
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
を
配
偶
者
等
と
同
等
の
取

扱
い
と
す
る
。

◇
練
馬
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
職
員
に
係

る
育
児
休
業
の
取
得
回
数
等
の

特
例
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
を
配
偶

者
等
と
同
等
の
取
扱
い
と
す
る
。

◇
練
馬
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
森
林
環
境
税
が
令
和
６
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
る
た
め
、
徴

収
方
法
等
を
定
め
る
。
ま
た
、

給
与
所
得
者
に
係
る
扶
養
親
族

等
申
告
書
に
つ
い
て
、
前
年
の

申
告
内
容
と
異
動
が
な
い
場
合

に
は
、
異
動
が
な
い
旨
の
記
載

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。
さ
ら
に
、
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車
に
係
る
軽
自
動

車
税
の
種
別
割
の
税
率
に
つ
い

て
、
区
分
を
明
確
化
す
る
等
の

改
正
を
行
う
。

◇
練
馬
区
立
区
民
農
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

田
柄
二
丁
目
区
民
農
園
を
廃
止

す
る
。

◇
練
馬
区
建
築
基
準
法
等
の
事
務

に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
既
存
建
築
物
に
つ
い
て
、

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
の
た
め
に
改
修
す
る
場

合
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
利
用
に
資
す
る
設
備
を
導

入
す
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物

の
容
積
率
及
び
高
さ
に
関
す
る

特
例
許
可
等
の
申
請
に
係
る
手

数
料
を
定
め
る
。
ま
た
、
一
団

地
の
総
合
的
設
計
制
度
等
に
係

る
対
象
行
為
に
、
大
規
模
の
修

繕
及
び
大
規
模
の
模
様
替
が
加

え
ら
れ
た
た
め
、
規
定
の
整
備

を
行
う
。

◇
練
馬
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例東
京
都
の
「
高
齢
者
、
障
害
者

等
が
利
用
し
や
す
い
建
築
物
の

整
備
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正
を
踏
ま
え
、
ホ
テ
ル
及
び

旅
館
の
一
般
客
室
の
浴
室
等
に

係
る
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基

準
を
改
め
る
。
ま
た
、
条
例
で

定
め
る
特
別
特
定
建
築
物
の
便

房
に
、
立
っ
て
着
替
え
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る

場
合
、
当
該
便
房
及
び
便
所
の

出
入
口
に
は
、
そ
の
旨
の
表
示

を
行
う
こ
と
を
定
め
る
。

◇
練
馬
区
立
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
扶
養
親
族

の
範
囲
等
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
の
相
手
方
を
加
え
、
配

偶
者
等
と
同
等
の
取
扱
い
と
す

る
。

◇
練
馬
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に

う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念

の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部

改
正
等
を
踏
ま
え
、
育
児
ま
た

は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤

務
を
制
限
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
を
配
偶
者
等
と
同
等
の
取

扱
い
と
す
る
。

◇
練
馬
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
ね
り
っ
こ
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
９
件
）

◇
練
馬
区
立
東
大
泉
地
区
区
民
館

大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約

◇
練
馬
区
立
旭
丘
小
学
校
一
部
校

舎
お
よ
び
旭
丘
中
学
校
校
舎
等

解
体
工
事
請
負
契
約

◇
練
馬
区
東
部
土
木
出
張
所
支
所

新
築
工
事
請
負
契
約
（
一
部
変

更
）

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

校
舎
等
改
築
工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

校
舎
等
改
築
電
気
設
備
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◇
練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校

改
築
に
伴
う
備
品
等
の
買
入
れ

に
つ
い
て

◇
令
和
５
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
額
35
億
１
千
692
万
１
千
円

計
３
千
90
億
８
千
79
万
５
千
円

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

小
泉
純
二
議
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
を
求
め
る
。

《
賛
成
》

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

維
新
の
会

　
　

参
政
党

《
反
対
》

　
　

立
憲
民
主　

共
産
党

　
　

イ
ン
ク
ル　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　

つ
な
が
る　

れ
い
わ
練
馬

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

石
黒
た
つ
お
議
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
を
求
め
る
。

《
賛
成
》

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

維
新
の
会　

参
政
党

《
反
対
》

　
　

共
産
党　

イ
ン
ク
ル

　
　

生
活
ネ
ッ
ト　

つ
な
が
る

　
　

れ
い
わ
練
馬

◆
練
馬
区
副
区
長
選
任
の
同
意
に

つ
い
て

宮
下
泰
昌
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
を
求
め
る
。

《
賛
成
》

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

維
新
の
会　

参
政
党

《
反
対
》

　
　

共
産
党　

イ
ン
ク
ル

　
　

生
活
ネ
ッ
ト　

つ
な
が
る

　
　

れ
い
わ
練
馬

◇
練
馬
区
農
業
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て
（
16
件
）

洒
井
利
博
氏
、
宮
部
光
夫
氏
、

櫻
井
祐
次
氏
、
加
藤
直
正
氏
、

篠
貞
夫
氏
、
渡
邉
仁
氏
、

保
戸
塚
武
彦
氏
、
相
原
和
彦
氏
、

井
口
和
喜
氏
、
榎
本
重
恭
氏
、

橋
本
良
子
氏
、
田
中
聖
晃
氏
、

神
田
靖
仁
氏
、
尾
崎
賀
一
氏
、

篠
田
政
巳
氏
及
び
荘
埜
晃
一
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求

め
る
。

★
議
員
提
出
議
案

◇
総
合
・
災
害
対
策
等
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
医
療
・
高
齢
者
等
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

◇
み
ど
り
・
環
境
等
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

◇
交
通
対
策
等
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

◇
区
外
施
設
へ
の
議
員
派
遣
に
つ

い
て

◆
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
断

固
抗
議
す
る
決
議

（
下
段
に
全
文
を
掲
載
）

《
賛
成
》

　
　

自
民
党　

公
明
党

　
　

練
馬
会
議　

立
憲
民
主

　
　

共
産
党　

イ
ン
ク
ル

　
　

維
新
の
会　

生
活
ネ
ッ
ト

　
　

参
政
党　

れ
い
わ
練
馬

《
反
対
》

　
　

つ
な
が
る
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　審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
賛
否
の

分
か
れ
た
議
案
は
、
◆
印
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
議
案
の
内

容
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案

可
決
・
同
意
し
た
も
の

可
決
・
同
意
し
た
も
の

本　　会　　議

起立採決の様子

　本年６月15日午後７時24分頃及び午後７時36分頃、北朝鮮が、北朝鮮西岸付近から、
２発の弾道ミサイルを東方向に発射し、午後７時35分頃及び午後７時47分頃、石川県
舳倉島の北北西約250キロメートルの我が国の排他的経済水域（EEZ）内に落下した
ものと推定されている。
　我が国をはじめとする国際社会が、北朝鮮に対し再三にわたり強くミサイル発射の
自制を求めてきたにもかかわらず、幾度も発射を強行し、我が国の排他的経済水域内
に落下させたことは、我が国のみならず東アジア地域全体の平和と安定を損なう行為
であり、許しがたい暴挙である。

　今回のミサイル発射が、弾道ミサイル技術を使用したいかなる発射も行わないこと
を北朝鮮に義務付けた国連安全保障理事会決議や、日朝平壌宣言にも違反することは
明らかである。
　よって、本区議会は、北朝鮮のミサイル発射に対して厳重に抗議するとともに、国
連安全保障理事会決議に違反する行為を今後行わないよう強く求めることを表明する。
　以上、決議する。

　令和５年６月19日
� 練馬区議会

●北朝鮮のミサイル発射に断固抗議する決議
決 議 １件の決議を可決しました。


